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1 . はじめに
子ども発達支援室の主たる業務は, 関係諸機関との連


























ている. このような募集を通して, 合計 41 名 (男子学








合計 21 名 (武豊町適応指導教室には 4 名, 半田市適応







が月に一回程度) 個別のスーパービジョン (以下 SV)
を受けることを義務付けた. SV では, 報告書をもとに
活動を振り返り, 学生が感じる疑問や不安, 気づきにつ
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表 1 2013 年度メンタルフレンド派遣状況
派 遣 先 派遣人数
武豊町適応指導教室 (武豊町字砂川) 4 (女 4)
半田市適応指導教室 (半田市桐ヶ丘) 7 (男 1 女 6)
美浜町適応指導教室 (美浜町大字北方) 5 (女 5)

















を伺いながら, 調整を行ってきた (表 2).





生は, 派遣のコーディネート (個人面接, 派遣決定後の
ガイダンス, 教育委員会への報告等) に時間がかかって
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表 2 2013 年度メンタルフレンド活動回数
派遣先 活 動 回 数 (のべ)
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
武 豊 ― 3 5 5 0 5 8 10 6 7 4 1 54
半 田 8 9 5 10 0 10 11 16 10 9 10 1 99
美 浜 ― ― ― ― ― ― 8 10 5 6 6 3 38
付 属 ― ― ― ― ― 2 8 8 10 6 10 4 48
合 計 8 12 10 15 0 17 35 44 31 28 30 9 239
3 . 特別支援教育ボランティアの派遣
本事業は, 何らかの配慮やサポートが必要な児童のい
るクラスへ, 学生ボランティア, いわゆる特別支援 ｢学
生｣ 支援員を派遣するものである. 2008 年度から半田
市教育委員会との協議の上試行され, 2009 年度より正
式に開始されたものであり, 今年度で 5年目を迎えた.
2013 年度の主な派遣先は, 引き続き依頼のあった, 有
脇小学校, 亀崎小学校, 雁宿小学校, 宮池小学校の 4校




学生への募集は, メンタルフレンドと同様, 4 月に学
内の掲示板や講義を通して行い, 5 月には, 活動への理
解を深めてもらえるよう ｢登録前の事前研修会｣ を開催
した.
このような募集により合計 29 名 (男子学生 3 名, 女
子学生 26 名) の学生が登録を行った. 学生の講義等ス




ごとの報告書の提出と, 定期的な SV (活動頻度にもよ
るが月に１回程度) を義務付け, 学生の活動状況の把握
やサポートを行った.





派遣先との連携を図るため, 4 月には, 半田市内の小
学校において, 派遣先小学校の担当者, 教育委員会担当
者, 子ども発達支援室の担当者の顔合わせを含めた打合
せを実施した. この打ち合わせは 2011 年度からの試み
である. 派遣人数や活動内容など各小学校の要望をお伺
いし, 研究員からは, 本事業の目的, また配慮をお願い
したい点について確認をした.





































表 3 2013 年度特別支援教育ボランティア派遣状況
派 遣 先 派 遣 人 数
亀崎小学校 3 (男 0 女 3)
雁宿小学校 4 (男 1 女 3)
有脇小学校 3 (女 3)


































子ども発達支援室長 堀 美和子 (子ども発達学部)
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